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12月21日（日）、白鷹町中央公民館において、「生徒と地域の大人の対話会」を開催しました。荒砥高校生
の探究学習の成果を対話のきっかけとして、各グループで話し合いを深めました。

◇ 地域参加機会の継続性を高める制度・仕組みづくりは大人の役割である。
◇ 好きなことを通じた集いと学びの場が、地域づくりと若者の将来形成に寄与する。　等々

高校生の意見を受け止め実践につなぐとともに、地域と世界をつなぐ人材育成とそのための環境整備に力
を尽くす必要性を共有しました。
山形県は、米有力旅行メディアから「2026年に行くべき世界の旅行先25選」に選出されました。首都圏

とは異なる「別世界のような静けさを保つ場所」であることが、その選出理由です。
「あれが欲しい」「あればいい」といった『ないものねだり』をするのではなく、荒砥高校生の発表に見られ
るように、「これを残したい」「活かしたい」という『あるものを探し』、それを輝かせていく姿勢こそが、郷
土への誇りと愛情を育み、誠実に生きようとする青少年育成の基盤であることを確認することができました。

生徒と地域の大人の対話会（兼）白鷹町次世代未来ビジョン会議
テーマ：若者の学びを地域づくりにつなげよう
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県
内
の
青
少
年
健
全
育
成
関
係
者
が
一
堂

に
会
し
て
、
課
題
の
共
有
を
図
る
と
と
も
に
、

問
題
解
決
や
実
践
活
動
へ
の
決
意
を
新
た
に

す
る
「
令
和
７
年
度
山
形
県
青
少
年
健
全
育

成
県
民
大
会
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
行
事
の
山
形
県
青
少
年
育
成
県
民
会

議
表
彰
で
は
、
青
少
年
育
成
活
動
に
長
年
ご

尽
力
さ
れ
た
米
沢
市
の
鈴
木
彰
一
氏
と
鈴
木

の
り
氏
を
含
め
10
名
の
方
が
、
ま
た
、〝
い

じ
め
・
非
行
を
な
く
そ
う
〞
や
ま
が
た
県
民

運
動
の
優
秀
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
表
彰
で
は
、

南
陽
市
立
宮
内
小
学
校
４
年
小
原　

縁
さ
ん

を
始
め
５
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

い
じ
め
・
非
行
防
止
セ
ミ
ナ
ー

◆
少
年
の
主
張

　

第
64
回
山
形
県
少
年
の
主
張
大
会
で
最
優

秀
を
受
賞
し
た
鶴
岡
市
立
第
二
中
学
校
３
年

の
石
塚
桃
心
さ
ん
が「
命
の
叫
び
を
伝
え
る
」

と
題
し
、
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
強
制
収
容
所
を

訪
れ
た
経
験
を
紹
介
し
、「
私
た
ち
に
は
戦

争
を
繰
り
返
さ
な
い
責
任
が
あ
る
。
こ
れ
か

ら
も
命
の
叫
び
、
平
和
の
大
切
さ
を
伝
え
る

人
で
あ
り
た
い
。」
と
強
く
訴
え
ま
し
た
。

◆
事
例
発
表
「
は
ぐ
ろ
大
家
族
会
議
の
今
」

　

平
成
25
・
26
年
度
に
山
形
県
警
の
「
少
年

非
行
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
指
定
を
受
け

た
こ
と
を
契
機
に
始
ま
っ
た
異
世
代
間
意
見

交
換
会
（
愛
称
「
は
ぐ
ろ
大
家
族
会
議
」）

の
取
り
組
み
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
継
続
実
施

さ
れ
、
現
在
で
は
更
に
発
展
し
た
活
動
を
行

っ
て
い
る
事
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
〝
ア
イ
デ
ア
競
争
か
ら
共
存
社
会

志
向
へ
〞〝
参
加
範
囲
の
拡
大
〞〝
地
域
回
帰

を
促
す
体
制
整
備
〞
を
目
指
し
た
い
と
の
決

意
表
明
が
な
さ
れ
、
大
変
学
ぶ
こ
と
の
多
い

発
表
と
な
り
ま
し
た
。

◆
講
演
「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め
よ
う
」

　

山
形
県
公
認
心
理
師
・
臨
床
心
理
士
会
協

会
会
長
伊
藤
洋
子
氏
の
講
演
は
、
多
難
な

社
会
状
況
を
踏
ま
え
、
子
ど
も
の
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
（
回
復
力
）
を
高
め
る
重
要
性
と
、
地

域
ぐ
る
み
の
支
援
体
制
構
築
の
必
要
性
に
関

す
る
講
演
で

し
た
。

　

特
に
、
親

や
大
人
は

〝
結
果
〞
よ

り
〝
過
程
〞

を
重
視
す
る

こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
強

調
さ
れ
ま
し

た
。

山
形
県
青
少
年
健
全
育
成
県
民
大
会

山
形
県
青
少
年
健
全
育
成
県
民
大
会

令
和
七
年
十
月
二
十
六
日

令
和
七
年
十
月
二
十
六
日 （
日
）

（
日
） 

　
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡

　
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡
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先
日
、
白
鷹
町

で
行
わ
れ
た
「
生

徒
と
地
域
の
大
人

の
対
話
会
」
に
参

加
し
ま
し
た
。『
若

者
の
学
び
を
地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ
よ

う
』
と
い
う
テ
ー
マ
に
惹
か
れ
た
の
で
す

が
、
期
待
ど
お
り
大
変
充
実
し
た
対
話
会

で
し
た
。

　

各
市
町
に
は
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の

「
総
合
計
画
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
目
指
す
将
来
の
姿
を
定
め
、
実

現
す
る
た
め
の
指
針
や
方
策
を
示
し
た
最

上
位
の
行
政
運
営
計
画
で
す
。
飯
豊
町
で

は
第
五
次
の
総
合
計
画
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
柱
の
一
つ
に
「
ふ
る
さ
と
を
愛

す
る
心
を
育
む
教
育
の
展
開
」
が
あ
り
ま

す
。
学
校
教
育
で
も
社
会
教
育
で
も
郷
土

愛
の
醸
成
に
努
め
て
い
る
の
で
す
。

　

飯
豊
中
学
校
さ
ん
で
は
、
数
年
前
か
ら

学
校
教
育
目
標
の
中
に
「
郷
土
を
愛
し
地

域
に
貢
献
す
る
生
徒
」
を
設
定
。
生
徒
が

地
域
に
出
て
学
ぶ
こ
と
を
重
視
し
て
き
ま

し
た
。
町
・
地
域
で
は
、
子
ど
も
達
が
地

域
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
設
け
た
り
活
動

を
サ
ポ
ー
ト
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
成
果
が
着
実
に
現
れ
て
き
て
い
る

こ
と
を
感
じ
ま
す
。
今
年
の
「
青
少
年
育

成
推
進
員
研
修
会
」
で
飯
豊
町
か
ら
発
表

し
た
よ
う
に
、
中
学
生
が
夏
祭
り
や
地
域

の
文
化
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
企
画
・
準

備
の
段
階
か
ら
参
加
し
、
地
域
の
人
と
交

流
し
な
が
ら
積
極
的
に
活
動
す
る
姿
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

　

体
験
を
と
お
し
て
地
域
の
良
さ
を
学
ん

だ
子
ど
も
達
は
、
地
域
を
愛
し
、
地
域
に

貢
献
し
よ
う
と
す
る
大
人
へ
と
成
長
し
て

い
き
ま
す
。
子
ど
も
達
が
地
域
の
中
で
活

躍
で
き
る
場
を
作
り
支
援
し
て
い
く
こ
と

が
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り

に
直
接
つ
な
が
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

長
井
市
の
青
少

年
育
成
推
進
員
は
、

各
地
区
か
ら
選
出

さ
れ
た
９
名
で
活

動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
主
な
活
動
内
容
は「
黒
獅
子
ま
つ
り
」

「
長
井
お
ど
り
」「
水
ま
つ
り
」
会
場
で
の

巡
回
指
導
、
成
人
向
け
図
書
の
実
態
調
査
、

パ
ト
ロ
ー
ル
マ
グ
ネ
ッ
ト
を
使
用
し
た
自

家
用
車
に
よ
る
巡
回
な
ど
で
あ
り
、
活
動

を
通
し
て
得
ら
れ
た
気
付
き
は
長
井
市
地

域
安
全
推
進
協
議
会
へ
報
告
し
、
安
全
で

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
生
徒
と
地
域
の
大
人
が
語
り
合

う
対
話
会
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
生

徒
た
ち
の
話
を
聞
く
中
で
、
地
域
に
関
わ

り
た
い
と
い
う
前
向
き
な
思
い
が
強
く
感

じ
ら
れ
、
私
が
学
生
だ
っ
た
頃
と
は
異
な

り
、
地
域
を
良
く
し
た
い
と
い
う
意
識
の

高
ま
り
に
大
き
な
希
望
を
感
じ
ま
し
た
。

同
時
に
、
生
徒
と
大
人
が
自
然
に
関
わ
り

を
持
て
る
場
を
も
っ
と
増
や
し
て
い
く
必

要
性
も
実
感
し
ま
し
た
。
大
人
が
歩
み
寄

り
、
子
ど
も
た
ち
の
声
を
受
け
止
め
る
こ

と
で
、
地
域
全
体
の
活
力
は
さ
ら
に
高
ま

る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ネ
ッ
ト
の
使
用
方
法
に
つ
い
て

も
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
子
ど
も
だ
け
に
制

限
を
課
す
の
で
は
な
く
、
大
人
も
同
じ
ル

ー
ル
を
共
有
し
、
共
に
よ
り
良
い
使
い
方

を
考
え
て
い
く
姿
勢
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
感
じ
ま
し
た
。
大
人
が
変
わ
れ
ば
子
ど

も
変
わ
る
を
実
践
し
て
、
模
範
を
示
す
こ

と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
成
長
に
つ

な
が
る
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
の
大
人
と
し
て
、
そ
し
て

推
進
員
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
と
共
に
歩

む
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

提
言

「
生
徒
と
地
域
の
大
人
の
関
わ
り
」

　
　
　
長
井
市
青
少
年
育
成
推
進
員
会  

　
　
　
　  

　
　
　
会
長
　
鈴
木
　
昌
克

９
月
17
日
㈬
、
置
賜
総
合
支
庁
講
堂
に
て
、

第
２
回
置
賜
地
区
青
少
年
育
成
連
絡
協
議
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研
修
会
で
は
、
株
式

会
社
ラ
・
ヴ
ェ
リ
タ
代
表
取
締
役
中
澤
謙

一
氏
よ
り
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講

演
の
中
で
、
国
の
施
策
の
説
明
や
会
社
経
営

の
難
し
さ
を
交
え
な
が
ら
、
今
な
ぜ
若
者
の

就
労
継
続
支
援
が
重
要
な
の
か
を
詳
し
く
説

明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ラ
・
ヴ
ェ
リ
タ
で
は
、
通
所
者
が
目
標
を

持
ち
、
自
分
の
変
容
を
自
覚
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、「
モ
デ
ル
を
真
似
す
る
」「
試

行
錯
誤
の
経
験
」「
努
力
の
仕
方
を
学
ぶ
」

「
成
功
体
験
を
積
む
」
こ
と
を
大
切
に
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

あ
き
ら
め
か
け
て
い
る
人
の
能
力
を
引
き

出
す
と
と
も
に
、
意
識
の
変
容
を
促
し
、
適

切
な
支
援
を
行
う
こ
と
で
「
人
は
変
わ
る
」

と
い
う
実
例
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

達
成
へ
の
道
筋
を
示
し
、
通
所
者
と
と
も

に
歩
む
姿
勢
は
、

青
少
年
健
全
育

成
に
携
わ
る
私

達
に
と
っ
て
大

変
参
考
と
な
る

考
え
方
で
あ
り
、

学
び
の
多
い
研

修
会
と
な
り
ま

し
た
。

若
者
の
就
労
支
援
の
現
状
と
課
題

若
者
の
就
労
支
援
の
現
状
と
課
題

　
　
　
　  

講
師
　

講
師
　
中
澤
　
謙
一

中
澤
　
謙
一 

氏氏

置
賜
地
区
青
少
年
育
成
連
絡
協
議
会
研
修
会

置
賜
地
区
青
少
年
育
成
連
絡
協
議
会
研
修
会

「
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
と

青
少
年
育
成
活
動
」

　
　
　
　
飯
豊
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

　
　
　
　  

　
　
　
会
長
　
鈴
木
　
正
人
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◆
米
沢
市

八
月
に
、「
育

て
よ
う
米
沢
の

心
・
環
境
づ
く
り

懇
談
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。　
　

置
賜
総
合
支
庁

青
少
年
専
門
員
に

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
つ
と
め
て
い

た
だ
き
、
県
警
調

査
官
と
県
立
高
校
教
諭
の
二
名
の
パ
ネ
リ
ス

ト
と
と
も
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
か
か

る
事
案
を
中
心
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
し
た
。
五
十
余
名
の
参
会
者
か

ら
の
発
言
も
多
く
、
青
少
年
を
支
え
る
地
域

の
大
人
の
役
割
を
自
覚
す
る
有
意
義
な
会
と

な
り
ま
し
た
。

十
一
月
に
は
、「
青
少
年
育
成
市
民
大
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
青
少
年
育
成
功
労
者
三

名
・
功
労
一
団
体
お
よ
び
「
い
じ
め
・
非
行

防
止
標
語
」
入
選
者
十
五
名
の
表
彰
を
行
う

と
と
も
に
、
少
年
の
主
張
米
沢
代
表
に
感
動

的
な
発
表
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

㈱
小
嶋
総
本
店
の
代
表
取
締
役
社
長
・
小
嶋

健
市
郎
氏
よ
る
「
地
域
資
源
を
再
定
義
し
よ

う
」
と
題
し
た
講
演
で
、
地
域
資
源
を
様
々

な
視
点
か
ら
見
つ
め
な
お
し
、
人
づ
く
り
に

生
か
す
と
い
う
考
え
方
を
ご
提
示
い
た
だ
き

ま
し
た
。

南
陽
市
で
は
、
青
少
年
健
全
育
成
事
業

の
一
つ
と
し
て
、
小
学
生
対
象
の
体
験
講
座

「
き
ら
き
ら
・
Ｅ
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｏ
キ
ッ
ズ
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

学
校
区
を
超
え

た
集
団
活
動
の
中

で
他
者
へ
の
理
解

力
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
力
、
協

調
性
と
主
体
性
を

育
む
こ
と
を
目
的

に
し
、
将
来
の
地

域
を
担
う
リ
ー
ダ

ー
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
度
は
、「
夏
の
宿
泊
体
験 

～
避
難
所

を
体
験
し
よ
う
！
～
」
と
題
し
、
一
日
目
は
、

防
災
ス
ポ
ー
ツ
、
炊
き
出
し
体
験
（
お
に
ぎ

り
と
さ
ば
缶
み
そ
汁
）、
防
災
な
ぞ
な
ぞ
ラ

リ
ー
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
花
火
を
行
い
、
宿

泊
を
通
し
て
避
難
所
や
防
災
に
つ
い
て
考
え

る
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
岩
部
山
登
山
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
カ
ー
ト
ン
ド
ッ
ク
づ
く
り
（
牛
乳
パ

ッ
ク
に
よ
る
ホ
ッ
ト
ド
ッ
ク
づ
く
り
）
や
防

災
食
づ
く
り
を
行
う
中
で
、
班
ご
と
に
力
を

合
わ
せ
、
知
恵
を
出
し
合
い
、
課
題
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

厳
し
い
暑
さ
の
中
の
活
動
と
な
り
ま
し

た
が
、
日
頃
味
わ
え
な
い
集
団
生
活
の
中
か

ら
、
仲
間
と
一
緒
に
苦
労
と
感
動
を
共
有
し
、

一
層
た
く
ま
し
く
成
長
し
た
姿
が
印
象
的
な

宿
泊
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

来
年
度
も
様
々
な
事
業
を
通
し
て
、
地

域
ぐ
る
み
で
青
少
年
健
全
育
成
活
動
を
継
続

し
て
い
き
ま
す
。

◆
南
陽
市

◆
高
畠
町

高
畠
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
は
、
町
内

の
十
八
団
体
が
集
ま
り
、
県
民
運
動
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
「
大
人
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
も
変
わ

る
」
の
も
と
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
豊

か
な
人
間
関
係
を
育
め
る
町
を
め
ざ
し
て
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
は
、
あ
い
さ
つ
運
動
、
啓
発
活

動
、
い
じ
め
防
止
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。

七
月
に
和
田
小
学

校
と
糠
野
目
小
学
校

を
訪
問
し
、
高
畠 

「
小
さ
な
親
切
の
会
」

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

行
っ
た
あ
い
さ
つ
運

動
で
は
、
子
ど
も
た

ち
の
元
気
な
あ
い
さ

つ
に
力
を
も
ら
い
ま

し
た
。
十
一
月
は
、

町
内
ス
ー
パ
ー
等
に

お
い
て
の
ぼ
り
旗
を
設
置
し
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ

ッ
シ
ュ
を
配
布
し
な
が
ら
、
い
じ
め
防
止
や

青
少
年
の
健
全
育
成
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
置
賜
地
区
い
じ
め
防
止
標
語
コ
ン

ク
ー
ル
で
は
、
町
内
小
中
学
校
か
ら
総
数
一
、

五
六
五
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
力
作

ぞ
ろ
い
で
あ
っ
た
た
め
、
町
内
選
考
作
品
の

入
賞
一
覧
ポ
ス
タ
ー
を
作
り
地
区
公
民
館
や

小
中
学
校
に
掲
示
し
、
啓
発
活
動
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

今
後
は
、
研
修
活
動
や
広
報
啓
発
活
動
に

力
を
入
れ
て
い
く
と
共
に
、
青
少
年
の
健
全

育
成
に
向
け
た
活
動
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

川
西
町
青
少
年
育
成
推
進
員
は
、
地
域
の

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
目
的
に
、
関
係
機
関
や
地
域
住
民

と
連
携
し
な
が
ら
各
種
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

県
民
運
動
の
活
動
と
し
て
有
害
図
書
調
査
、

い
じ
め
防
止
標
語
の
募
集
を
実
施
し
、
青
少

年
を
取
り
巻
く
環
境
の
現
状
把
握
と
意
識
啓

発
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
産
業
フ
ェ
ア
・

環
境
フ
ェ
ア
で
の
啓
発
活
動
で
は
、
来
場
者

に
向
け
て
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
布
や
声

か
け
を
行
い
、
青
少
年
育
成
の
重
要
性
を
広

く
周
知
し
ま
し
た
。
世
代
を
超
え
た
交
流
が

生
ま
れ
、
理
解
を
深
め
る
貴
重
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

吉
島
地
区
で

は
、
青
少
年
健

全
育
成
事
業
と

し
て
「
わ
ん
ぱ

く
キ
ッ
ズ
ス
ク

ー
ル
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
社

会
教
育
の
重
要

性
を
強
く
認
識

し
、
地
域
の
大

人
と
子
ど
も
が
共
に
ふ
れ
あ
う
環
境
を
つ
く

り
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
様
々
な
体
験
活

動
を
通
し
自
分
を
発
見
す
る
事
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

今
後
も
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
継
続
し
、

学
校
や
家
庭
、
地
域
が
一
体
と
な
り
、
子
ど

も
た
ち
の
健
全
育
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

◆
川
西
町

令
和
七
年
度
　

令
和
七
年
度
　

各
市
町
青
少
年
健
全
育
成
活
動

各
市
町
青
少
年
健
全
育
成
活
動
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長
井
市
で
は
青
少
年
の
健
全
育
成
を
推
進

す
る
た
め
、
長
井
市
ま
ち
づ
く
り
青
少
年
育

成
市
民
会
議
が
中
心
と
な
っ
て
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

市
民
会
議
の
大
き
な
事
業
と
し
て
、
今
年

度
は
「
長
井
の
未
来
を
つ
く
る
中
高
生
ア
イ

デ
ア
会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
（
昨
年
度
ま

で
は
「
長
井
の
未
来
を
育
む
少
年
会
議
」
と

し
て
開
催
）。
市
内
の
中
学
生
及
び
高
校
生
、

フ
ォ
ロ
ワ
ー
と
し
て
市
役
所
職
員
が
参
加
し

て
行
い
ま
し
た
。
長
井

の
未
来
に
つ
い
て
中
高

生
の
視
点
で
課
題
を
と

ら
え
、
課
題
に
対
し
て

自
分
た
ち
が
で
き
る
こ

と
を
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

で
ま
と
め
ま
し
た
。
そ

の
後
、
長
井
市
議
会
議

場
に
て
発
表
を
行
い
ま

し
た
。

　

環
境
浄
化
部
会
で
は
、
長
井
市
遊
び
と
学

び
の
交
流
施
設
「
く
る
ん
と
」
に
て
、
青
少

年
健
全
育
成
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
啓
発
活
動
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
黒
獅
子
ま
つ
り
」、「
長
井
お
ど

り
」、「
水
ま
つ
り
」
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
の

巡
回
指
導
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

家
庭
部
会
で
は
、
長
井
市
給
食
共
同
調
理

場
視
察
会
を
行
い
、
食
育
に
つ
い
て
研
修
会

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
家
庭
・
学
校
・

調
理
場
が
み
ん
な
で
手
を
つ
な
い
で
、
大
切

な
子
ど
も
た
ち
を
育
ん
で
い
く
こ
と
の
重
要

性
を
学
び
ま
し
た
。

　

青
少
年
を
と
り
ま
く
環
境
が
変
化
し
て
い

く
中
で
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
一
丸
と
な
り
青

少
年
の
健
全
育
成
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

◆
長
井
市

◆
小
国
町

小
国
町
青
少
年
育
成
推
進
員
は
、
青
少
年

育
成
推
進
活
動
や
他
団
体
と
連
携
し
た
活
動

の
ほ
か
、
地
域
が
ま
る
ご
と
サ
ポ
―
タ
ー
と

な
り
、
学
校
と
連
携
し
て
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
『
白
い
森
子
ど
も

応
援
隊
』
に
も
参
画
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
広
く
子
ど
も
た
ち
の

支
援
や
育
成
に
関
わ
り
を
も
ち
、
大
人
と
子

ど
も
の
絆
を
一
層
深
め
、
明
る
く
元
気
な
子

ど
も
た
ち
の
育
成
を
図
る
も
の
で
あ
り
、
青

少
年
の
健
全
育
成
と
し
て
も
目
的
を
同
じ
く

す
る
も
の
で
す
。

今
年
度
の
主
な
活
動
と
し
ま
し
て
は
、
小

国
地
区
少
年
補
導
員
連
絡
協
議
会
と
連
携
し

て
五
月
か
ら
十
月
に
展
開
し
た
「
あ
い
さ
つ

運
動
」
や
、
七
月
に
実
施
し
た
有
害
図
書
調

査
、
八
月
に
は
町
内
祭
り
会
場
に
て
「
い
じ

め･

非
行
を
な
く
そ
う
」
県
民
運
動
の
啓
発

と
併
せ
た
巡
回
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま

た
、
十
一
月
の
白
い
森
柔
道
大
会
の
会
場
で

は
、
青
少
年
健
全
育
成
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
啓

発
活
動
を
実
施
し
、
町
外
か
ら
訪
れ
た
多
く

の
子
ど
も
達

や
保
護
者
な

ど
、
幅
広
い

年
代
と
地
域

の
方
に
啓
発

す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
様
々
な
取
り
組
み
の
中
で
青
少
年
の
健

全
育
成
を
推
進
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

今
年
度
も
、
計
画
し
て
い
た
事
業
の
８
割

が
終
了
し
ま
し
た
。
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

７
月　

町
中
央
公
民
館
に
て
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
会
員
約
35
名
が
参
加
し
、
事
業

計
画
を
話
し
合
っ
た
後
、
置
賜
総
合
支
庁　

保
健
企
画
課
の
渡
邊
裕
太
氏
よ
り
『
薬
物
乱

用
防
止
に
つ
い
て
』
と
い
う
演
題
で
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
デ
ー
タ
を
も
と
に
実
態

を
教
え
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
麻
薬
や
危

険
ド
ラ
ッ
グ
の
薬
物
乱
用
を
未
然
に
防
止
す

る
対
策
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

８
月　

蚕
桑

小
学
校
を
会
場

に
あ
い
さ
つ
運

動
を
実
施
。
夏

休
み
明
け
の
元

気
な
児
童
た
ち

に
あ
い
さ
つ
を

返
し
て
も
ら
い
、

私
た
ち
も
元
気

と
活
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

12
月　

置
賜
総
合
支
庁
こ
ど
も
家
庭
支
援

課
と
と
も
に
、
町
中
央
公
民
館
を
会
場
に

「
令
和
７
年
度　

生
徒
と
地
域
の
大
人
の
対

話
会 

兼 

白
鷹
町
次
世
代
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
会

議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。『
若
者
の
学
び
を

地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ
よ
う
』
を
テ
ー
マ
に
、

荒
砥
高
校
生
よ
り
若
者
の
地
域
参
加
に
つ
い

て
の
貴
重
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
た
く
さ
ん
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
環
境
浄
化
活
動
（
有
害
図
書
調

査
）
や
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
の
啓
発
活
動
も
実

施
し
て
い
ま
す
。
来
年
度
も
引
き
続
き
青
少

年
教
育
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
白
鷹
町

◆
飯
豊
町

飯
豊
町
で
は
、
青
少
年
健
全
育
成
推
進
の

た
め
青
少
年
育
成
町
民
会
議
が
中
心
と
な
り

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

５
月
に
は
全
国
白
川
ダ
ム
湖
畔
マ
ラ
ソ
ン

大
会
へ
の
協
力
を
行
い
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
を

支
援
し
ま
し
た
。
７
月
は
、「
大
人
が
変
わ

れ
ば
子
ど
も
も
変
わ
る
」
県
民
運
動
の
一
環

と
し
て
有
害
図
書
類
調
査
を
実
施
し
、
青
少

年
の
健
全
な
育
成
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
し

た
。
ま
た
、
い
い
で
め
ざ
み
の
里
ま
つ
り
で

は
、
青
少
年
育
成
推
進
員
に
よ
る
見
回
り
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
お
り
、
改
め
て
地
域
と
各
団
体
が
一
緒

に
な
っ
て
青
少
年
の
健
全
育
成
と
安
心
安
全

な
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
の
重
要
性

を
再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

８
月
に
は
総
会
を

開
催
す
る
と
と
も
に
、

「
人
財
の
地
産
地
消

を
目
指
し
て
」
を
演

題
と
し
た
研
修
会
を

実
施
し
、
地
域
の
資

源
を
活
か
し
た
青
少

年
育
成
の
重
要
性
に

つ
い
て
理
解
を
深
め

ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
、
地
域
住
民
一
丸

と
な
っ
て
次
世
代
を
担
う
青
少
年
の
育
成
を

推
進
し
ま
し
た
。
今
後
も
将
来
の
地
域
の
担

い
手
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
生
き
生
き
と
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
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11
月
30
日
（
日
）
飯
豊
町
町
民
総
合
セ
ン

タ
ー
「
あ
～
す
」
を
会
場
に
、
若
年
層
が
直

面
す
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
の

リ
ス
ク
に
関
す
る
講
話
と
地
域
社
会
に
お
け

る
青
少
年
育
成
活
動
の
実
践
事
例
に
つ
い
て

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

▼
講
話

　
「
若
者
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
の

現
状
と
対
策
」
に
つ
い
て
、
置
賜
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
防
災
安
全
主
査　

嶋
倉
哲
氏
よ

り
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

若
年
層
に
多
い
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
と
し
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
―
ム
の
高
額
課
金
、「
初
回

限
定
」
の
安
さ
に
惹
か
れ
、
複
数
回
購
入
が

義
務
付
け
ら
れ
た
契
約
と
は
知
ら
ず
に
申
し

込
ん
で
し
ま
う
ケ
ー
ス
、「
ス
マ
ホ
で
楽
に

稼
げ
る
」
と
い
っ
た
儲
け
話
に
、
高
額
な
情

報
料
を
支
払
わ
せ
ら
れ
た
挙
句
、
借
金
だ
け

が
残
る
ケ
ー
ス
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
ト
ラ
ブ
ル

を
避
け
る
に
は
、

投
稿
ボ
タ
ン
を

押
す
前
に
深
呼

吸
し
て
、
衝
動

的
な
投
稿
を
避

け
る
こ
と
、
こ
の
投
稿
が
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
ら
れ
、
ど
ん
な
結
果
を
招
く
の
か
想
像

す
る
こ
と
等
を
例
示
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
活
動
発
表

　

長
井
市
で
は
、

「
長
井
市
地
域

安
全
推
進
条

例
」
に
基
づ
き
、

他
組
織
と
連
携

し
て
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
長

井
の
未
来
を
つ

く
る
中
高
生
ア

イ
デ
ア
会
議
」
で
は
、
中
高
生
が
主
体
的
に

話
し
合
い
、
地
域
の
課
題
解
決
に
つ
い
て
提

案
し
て
い
ま
す
。

　

飯
豊
町
で
は
、
中
学
生
が
小
学
生
に
勉
強

を
教
え
る
「
学
び
の
広
場
」
の
確
保
や
中
学

生
に
よ
る
地
域
イ
ベ
ン
ト
へ
の
自
主
的
な
企

画
・
出
店
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン

ト
運
営
を
通
じ
た
計
画
性
や
協
調
性
の
育
成
、

地
域
へ
の
帰
属
意
識
の
醸
成
が
図
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

両
市
町
の
活
動
に
共
通
し
て
い
る
特
徴
は
、

青
少
年
の
自
主
性
、
未
来
志
向
型
の
話
し
合

い
を
通
じ
て
、
自
己
形
成
や
他
者
に
対
す
る

尊
重
、
地
域
社
会
へ
の
参
画
意
識
の
醸
成
、

郷
土
愛
・
誇
り
を
育
む
と
い
う
崇
高
な
目
的

の
も
と
に
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

令
和
七
年
度

　
置
賜
地
区
青
少
年
育
成
推
進
員
研
修
会

長井市：「くるんと」での啓発活動 米沢市：青少年育成市民大会での表彰

白鷹町：イベント会場での啓発活動 高畠町：街頭での啓発活動川西町：イベント会場での啓発活動

南
陽
市
：
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
布

に
よ
る
啓
発
活
動

◆大人が変われば
　　　  　子どもも変わる
◆いじめ・非行をなくそう
各市町における

青少年健全育成
キャンペーン活動の紹介

小
国
町
：
コ
ン
ビ
ニ
前
で
の

非
行
・
被
害
防
止
啓
発
活
動

飯
豊
町
：「
め
ざ
み
の
里
ま

つ
り
」
で
の
見
回
り
活
動


